
平成30年9月６日発生
北海道胆振東部地震による

公共土木施設の被災状況等について

北海道 胆振総合振興局 室蘭建設管理部

【2019年7月2日 第6回鵡川・沙流川減災対策協議会】

災害復旧事業については、平成30年10月10日からの第10次査定を⽪切りに、平成31
年２月1日の第22次査定までに１６４本約２６６億円の被害額となっています。
災害関連事業については、砂防10カ所と急傾斜2カ所において、約７９億円の採択を

いただいており、令和2年度中の完成を目標に⼯事を進めているところです。
また、厚真町の被災規模が甚⼤なことから、道所管の復旧⼯事と近接する箇所などに

ついて、厚真町の復旧⼯事を道が受託して実施します。
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北海道胆振東部地震 災害復旧事業の状況
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被災箇所図
【道道の通⾏規制】
９／６︓15路線、19箇所 → １０／９︓8路線、9箇所 → １１／１３︓2路線、2箇所

安平町

厚真町

むかわ町

平取町

日高町
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3

舗装クラック系Ｎ＝５６箇所、崩土Ｎ＝32箇所、道路決壊等Ｎ＝２３箇所

吉野地区

富⾥地区 ルーラル地区

宇隆地区

⼯種別被害額 道路 １１１ 箇所 ５４．６億円
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河川（ダム含む） 26箇所 198.5億円
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厚真川（幌内地区）

日高幌内川

⼯種別被害額 河川 ２６箇所 １９８．５億円

赤間の沢川

日高幌内川
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日高幌内川（土砂ダム）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

・胆振東部地震による鵡川堤防沈下対応について
・胆振東部地震 厚真川タイムライン緊急運用
・沙流川 ダム放流通知の伝達について

令和元年７月２日

北海道開発局 室蘭開発建設部

第６回 鵡川・沙流川減災対策協議会
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日高町 平取町

むかわ町

胆振東部地震による鵡川堤防沈下対応について
むかわ

■鵡川水系鵡川では9月6日に発生した地震により、堤防天端及び堤防法面に複
数の亀裂、堤体の沈下が発生した。
■出水に備え、緊急的な復旧工事に9月7日に着手し、9月13日完了。
■現在、直轄河川災害復旧事業により被災した堤防を復旧作業中。

むかわ

×；災害復旧箇所

※；緊急復旧工事箇所

鵡川流域

○災害復旧

A-A’断面イメージ

A

A’

A’ A

○鵡川被災状況

深さ
270cm

深さ
90.0㎝

幅
55.0㎝

亀裂

○緊急復旧工事

24時間体制で施工
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鵡川水位観測所基準水位の暫定運用について

■鵡川汐見地先では、堤防亀裂のため避難勧告等の目安となる基準水位を引き下げる暫定運用を開始。
■9月14日の緊急復旧工事完了に伴い暫定運用を終了。

胆振東部地震 厚真川タイムライン緊急運用

■タイムラインの運用（平成30年9月台風第24号）
１６：３０ 運用会議
早期の避難について方針を確認。
２０：００
防災無線により勧告・指示の可能性を周知開始。

9月28日

9月29日

9月29日 運用会議

９：００ TL立ち上げ
１１：３０ 運用会議
TLの基本的な内容について共有、今後の進め方確認。
※以降も運用会議を都度開催、情報共有や方針検討を実施。

１２：００ 避難準備情報発令
１４：３０ 大雨注意報発令（判断基準）

避難勧告発令

１６：００ 避難勧告を一部解除。

9月30日

10月1日

10月2日 １０：００ 避難勧告を全地区解除。

厚真町防災ハザードマップ

○地震発生後、厚真町において、「台風・前線性の降雨等に伴
う洪水・土砂災害等」を対象としたタイムラインの策定を検討
中のところ、台風第24号の北上に伴い、緊急的に運用を開
始。

○タイムラインでは、厚真町が「人命を守る」ためにとるべき最低
限の「防災行動のための意思決定事項」を整理。また、参加
機関から厚真町が意思決定する上での助言や情報提供が行
われた。

■タイムライン策定及び緊急的な運用

■振り返り
○厚真町では、傾斜地の住民に説明・周知及び注意喚起また、
避難勧告の予告を実施。

○消防と厚真町で個別に避難勧告を実施。
○避難勧告拒否者が存在した。

■防災専門家より
○避難しないことで消防団などが被災することを認識してもらうことが大切。日頃から地域の中
で話を行い寄り添うことで少しづつ変えてもらうしかないと思うので、専門家のアドバイスをもら
いながら地域で議論することが必要。
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ダム放流通知の伝達について

ダム操作の段階的な通知・情報提供

洪水吐ゲート操作が有るダムの通知・情報提供

洪水警戒体制の通知

洪水警戒体制解除の 通知

放流開始の通知

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流操作を開始した旨の通知

放流量増加による急激な河川水位上昇の通知

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流量を、ダムへの流入量増加に伴い増加させ
る操作を行う旨の通知

緊急のダム操作に関する予告の情報 《3時間前情報》
（計画規模を越える洪水時の操作に関する情報）

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流量を増量させる操作（異常洪水時
防災操作）の可能性がある旨の情報（放流量増量の３時間前）

緊急のダム操作に関する事前通知 《1時間前通知》
（計画規模を越える洪水時の操作に関する情報）

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流量を増量させる操作（異常洪水時
防災操作）を開始する旨の事前通知（放流量増量の１時間前）

緊急のダム操作開始の通知
（計画規模を越える洪水時の操作開始の通知）

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流量を増量させる操作（異常洪水時
防災操作）を開始した旨の通知

警戒レベル相当

・住民に行動を促す情報
（避難情報：避難準備・高齢者等避難開始等）

・住民に行動を促す情報
（避難情報：避難勧告、避難指示（緊急）等）

警戒レベル２相当

・住民に行動を促す情報
（気象情報：大雨・洪水注意報等の確認）

・ダムへの流入量増加に備えダム管理所が体制を執った旨の通知

緊急のダム操作終了の情報
（計画規模を越える洪水時の操作終了の情報））

・ダムの洪水吐（ゲート）からの放流量を増量させる操作（異常洪水時
防災操作）を終了し、流入量と同量の放流操作に移行した旨の通知

洪水調節開始の情報

・ダムへの流入量が洪水量に達した旨の情報

洪水調節終了の 情報

ダムの状況

ダ
ム
関
係
機
関
へ
の
情
報
・通
知

警戒レベル４相当

警戒レベル３相当異常洪水時防災操作

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

操作開始

1時間前

3時間前

操作終了

ダム放流通知の伝達について（通達様式）

洪水吐ゲート操作が有るダムの通知・情報提供 様式

１時間前３時間前
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ダム放流通知の伝達について（通達様式）

洪水吐ゲート操作が有るダムの通知・情報提供 様式

操作開始 操作終了
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令和元年7月2日
室蘭地方気象台

令和元年度 鵡川・沙流川減災対策協議会

気象台の取組等

室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological office

●平成30年北海道胆振東部地震の活動状況

●防災気象情報と 『警戒レベル』

●土砂災害警戒判定メッシュ情報の高解像度化

●室蘭地方気象台の支援メニュー
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室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological office

※地震は南北約３０kmの領域を中心に発生

N=3648

震 央 分 布 図
（2018年９月６日～2019年６月25日）

（深さ０～60km、Ｍ≧1.0）

平成30年北海道胆振東部地震の活動状況

積算回数

石
狩
低
地

東
縁
断
層
帯

地震活動経過図（規模別）・ 回数積算図
（2018年９月６日～2019年6月25日、深さ０～60km、Ｍ≧1.0）

※地震発生数は緩やかに減少していますが、今後も現状程
度の地震活動が当分続くと考えられます。

震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７ 合計

198 92 39 21 2 0 1 0 1 354

震度別地震回数表 （平成30年9月6日地震発生後～令和元年6月25日24時）

－１－

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 回数

12月 1月 2月 3月 4月 5月9月 10月 11月 6月

室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological office

※気象庁リーフレットより抜粋
【「防災気象情報の伝え方が変わります ～危険度分布のう
す紫は警戒レベル４相当！ 自ら避難の判断を！～」】

※内閣府「避難勧告等に関するガイドライン都道府県説明会」
資料より抜粋

警戒レベル１～５と居住者がとるべき行動 警戒レベルと防災気象情報

市
町
村
が
発
令

気
象
庁
が
発
表

防災気象情報と 『警戒レベル』

－２－

警戒レベルに相当する
気象庁等の情報
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室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological office

土砂災害警戒判定メッシュ情報の高解像度化

－３－

室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological office

室蘭地方気象台の支援メニュー

平 時

地方公共団体「地域防災計画」、避難勧告等の判断・伝達マニュアルの修正への協力

「気象防災ワークショッププログラム」を活用した防災対応グループ

ワークの実施 （種類：土砂災害編・中小河川洪水編・風水害編）

各種防災訓練等の企画協力（気象・地震想定等の資料作成等）

地方公共団体職員や地域住民に対する安全知識の普及啓発への協力

異常気象時・災害時

台風等に関する説明、防災担当者に対する事前情報の提供・解説

ホットラインによる即時的な解説・助言（各市町⇔気象台）

気象防災対応支援チーム（ＪＥＴＴ）の派遣 ※大規模災害時等

災害時支援気象資料の提供

防災対応グループワーク
（災害対応を疑似体験）

－４－

防災気象講演会

台風説明会

JETTの派遣（気象解説）
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